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五戒誠意藷読貧嶽
（第10次発掘調査）

平成17年度霊園及び宅地造

成に伴う緊急発掘調査概報

2006．3

長野県原村教育委員会



表紙地図10，000分の10印が久保地尾根遺跡



このたび平成17年度に実施した久保地尾根遺跡第10次発掘調

査報告書を刊行することになりました。

発掘調査は、霊園および宅地造成に先立って、原村土地開発

公社から委託を受けた原村教育委員会が実施したものでありま

す。

八ヶ岳西南麓一帯は遺跡の宝庫とて全国的に著名であります。

その一つである久保地尾根遺跡からは、昭和25年に縄文時代中

期の埋嚢が、その後も多くの土器と石器の発見があり、縄文時

代中期の良好な集落遺跡と考えられています。

発掘調査に携わるたびに、貴重な文化遺産を大切にするとと

もに、後世に伝えていく責任を強く感じるものであります。開

発の流れの中で、いかなる形で遺跡を保護していくことが妥当

か検討しているところであります。

発掘調査では、縄文時代中期の住居址9軒・小竪穴173基など

をはじめ多くの遺物が発見されています。小竪穴の一つからは

薪翠と琉泊の飾玉が並んで出土するなど予想していた以上の成

果があり、失われていく貴重な資料を記録に残すことができま

した。縄文時代を研究する上において貴重な資料を提示するこ

とができたものと思っています。

関係各位のご協力と調査に携わった多くの皆様のご苦労によ

るものであります。また、報告書刊行にいたる過程で、お世話

をいただいた皆様にたいし厚くお礼申し上げます。

平成18年3月

原村教育委員会

教育長　津金　喜勝



例　　　言

1本報告は「平成17年度霊園及び宅地造成」に先立って実施した、長野県諏訪郡原村室内に所在する

久保地尾根遺跡第10次緊急発掘調査概報である。

2　発掘調査は、原村土地開発公社から委託をうけた原村教育委員会が、平成17年5月16日から11月4

日にかけて実施した。整理作業は、平成17年11月4日から平成18年3月20日まで行った。

3　現場における記録と写真撮影は平出一治、遺構の実測は株式会社シン技術コンサルに委託し、小林

りえ、坂本ちづるが一部を行い。整理は小林、坂本が行った。

4　土器の復原と整理は鎌倉光弥、小島久美子、小林りえ、坂本ちづる、和田孝幸が行い。石器の整理

は平林とし美が行った。

5　土器の実測は写真実測によるが、写真撮影を株式会社シン技術コンサルに委託し、実測とトレース

を平林、和田、拓本を小林、坂本が行い。石器の実測とトレースは株式会社シン技術コンサルに委託

し、校正を平林が行った。

6　小竪穴一覧表の作成は平出、坂本、掲載土器・石器一覧表は平林、和田が行い、石器計測の一部を

鎌倉が行った。

7　執筆は平出が行った。

8　本調査の出土遺物、記録等はすべて原村教育委員会で保管している。

なお、本調査関係の資料には、57の原村遺跡番号を表記した。

発掘調査から報告書作成にわたって、上田典男・武藤雄六の諸氏に御指導・御助言をいただいた。厚

く御礼申し上げる次第である。
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I　発掘調査の経過

1　発掘調査に至る経過

久保地尾根遺跡の一角には、すでに区画整備された共同墓地が存在している。前々から増設したい意

向のあることは聞いていたが、平成16年度に地元説明が行われるなど計画は具体的になり、遺跡の保護

についても協議をはじめるが、その過程で宅地造成を同時に行うことを知ることとなる。

開発は霊園と宅地造成の広範囲におよぶため、平成16年11月29日に長野県教育委員会文化財・生涯学

習課、原村土地開発公社、原村教育委員会の3者で埋蔵文化財の保護に係る協議を行っている。遺跡は

現状のまま保存していくのが最も望ましいことであるが、墓地のない住民も多く造成の意向が強く「記

録保存やむなき」との考えに落着き、平成17年度に緊急発掘調査を実施し、記録保存をはかる方向で同

意をみることができた。

その後も協議を重ね、原村教育委員会は原村開発公社から委託を受け、平成17年5月18日から11月4

日にわたり緊急発掘調査を実施した。

2　発掘調査の経過（調査日誌抄）

平成17年5月16日　発掘準備をはじめる。

30日　調査地区界の確認、草刈り、上物の片付けを重機ではじめる。

31日　草刈り、重機によるトレンチ掘削をはじめる。

第1図　久保地尾根遺跡と付近の遺跡　57久保地尾根、19南平、22清水、46宿尻、47ヲシキ、
49大石、50山の神、53雁頭沢、洪宮ノ下、55中尾根、
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6月1日　機材搬入、テント設営を行う。人力でトレンチ内の精査をはじめる。

7日　重機による表土剥ぎ、人力で遺構検出をはじめる。

7月13日　重機で北斜面にトレンチ掘削、引き続き人力で精査をはじめる。

15日　重機で駐車場予定地にトレンチ掘削、引き続き人力で精査を行う。

19日　住居址、小竪穴が相次いで確認される。

8月8日　小竪穴の精査をはじめる。

17日　住居址の精査をはじめる。

9月14日　小竪穴35の底面から琉泊と素翠の玉が出土する。

10月19日　写真実測・空中写真撮影の準備をはじめる。

20日　空中写真撮影を行う。

11月4日　発掘作業を終了する。

Ⅱ　遺跡の位置と環境

久保地尾根遺跡（原村遺跡番号57）は、長野県諏訪郡原村の室内区内南方に位置し、県道払沢・富士

見線に接している。村の中心部に近いこともあり住宅建設など開発が進んでいる。

このあたりは八ヶ岳西麓に位置し、東西に細長く発達した大小様々な尾根がみられ、それらの尾根上

には、縄文時代中期と平安時代後期などの遺跡が数多く立地し、当地方における遺跡密集地帯である。

第2図　発掘調査区域図・地形図（1：5，000）
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その一つである本遺跡は、菖蒲沢川と阿久川にはさまれた尾根上から南斜面に立地する。地目は、宅

地、普通畑、水田、墓地、山林、公園、道路、水路敷きと多種多様である。標高は調査地点で998m前後

を測り、村内では高所に位置していることになる。

発掘調査は第10次を数えるが、表1に示したように埋嚢が発見された昭和25年を第1次調査、その後

は、住宅建設や村道改良事業などの開発が進んできたことにより、平成6年度から急激に緊急発掘調査

が増加し、縄文時代中期後半の集落址であることが明らかになってきている。

表1久保地尾根遺跡発掘調査一覧表

調査年度 調　 査　 原　 因 発　　 見　　 遺　　 構　　 等

第1次 昭和25年 埋嚢を発見

第2次 平成 6年 個人住宅建設 縄文時代中期住居址 1軒

第3次 7 年 村道改良事業

第4次 8年 県営圃場整備

第5次 8 年 村道改良 縄文時代中期住居址 3軒、小竪穴11基

第6次 8 年 県営担い手育成基盤整備事 小竪穴 1基

第7次 13年 個人住宅建設

第8次 13年 宅地造成

第9次 14年 村道改良事業 配石遺構

第10次 17年 霊園及び宅地造成 本調査

Ⅲ　調査の方法

発掘調査は第1図に示したように、平成17年度霊園および住宅団地造成に係る範囲がその対象で、地

目は普通畑と山林である。原村誌上巻に本遺跡について「山林として残されている部分が多く、遺物の

散布範囲は今もって明瞭にできないでいる。」とみえるが、今もって遺跡の広がりについては不明瞭なま

まであった。したがって、面的調査範囲の決定は、トレンチ調査による範囲確認からはじめたが、大き

な木の切り株が多く、公共座標に軸を合わせた調査が困難なため、尾根上は、ほぼ尾根（東西）方向に

規準杭を打設して行った。斜面は、トレンチ間隔を5mに設定したが、切り株の影響でその間隔と方向

に違いが生じたところがある。トレンチの幅は重機のバケット幅である1．2mとした。

面的調査範囲が明らかになった時点で、表土剥ぎは重機で、遺構の検出は人力で行った。検出した住

居址、小竪穴は発見順に番号を付したが、住居址、小竪穴とも今までの調査において検出されているた

め、住居址は第5号、小竪穴は13の続き番号からとした。なお、2号住居址は、村道改良事業に先立っ

て実施した第5次調査（平成8年度）で検出したが、調査対象地区の関係から未調査で残されていた部

分である。

発掘調査は原則としてローム層の上面まで層位別に行った。したがって遺構の検出面はローム層の上

面である。住居址の精査は土層観察ベルトを設定し、小竪穴は平面で二分割し、それぞれ埋土の観察と

記録を行いその後に全掘している。

遺物の取り上げは、トレンチ調査はトレンチ別、面的調査は2×2mのグリッドを設定しグリッド別、

遺構に伴うものは遺構別に行った。なお、グリッドの設定はトレンチ規準杭を用いて原村で従来行って

きた方法に従った。
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遺構の実測は株式会社シン技術コンサルに委託し、ラジコンヘリコプターによる写真実測である。調

査面積は2，726扉である。

Ⅳ　発見した遺構と遺物

縄文時代中期の竪穴住居址9軒（内1軒は第5次未調査部分）、小竪穴173基、焼土址2、近・現代の

墓墳1基、溝1を検出したが、地目は山林と原野（普通畑）であり、木の根による撹乱が著しく良い状

態ではなかった。出土遺物については、図示したものを記載しただけである。
l

カッコ付けの数値は、対象用地の関係で完掘できなかった遺構の調査範囲、重複等により欠損した遺

構の現存部分を示したものである。

なお、図示できた遺物の概要については一覧表とした。

1　住居址

第2号竪穴住居址（第5図）

面的調査を行ったBI－44・45、BJ－44・45グリッドで検出したが、平成8年度に村道改良工事に

先立ち実施した第5次発掘調査で調査した住居址の未調査部分にあたる。

平面形は径4m程の円形を呈するが、2．3mX0．7mの僅かな範囲の調査であり、今後刊行する第5次

発掘調査報告書で住居址全体の図示を考えている。ここでは簡単に触れるにとどめておきたい。

平面形は、径4m程の隅丸方形に近い円形を呈するが、本調査では2．3mX0．7mの僅かな範囲の調査

である。埋土は、道路際の掘り込み面で観察したが、ローム粒と僅かな炭化物が混じる褐色土である。

壁は、ロームであるがだらだらと落ち込み良くない。周溝は、検出できなかった。床面は、ロームで

ほぼ平らであるが軟弱で良くない。柱穴はP4の1基を検出した。

遺物は少ないが土器があり、第5図1・2である。

第5・6・9・11・12号住居址（写真4）

面的調査を行ったBV51～53、BW－49～54、BX－49～54、BY－49～52、CA－49・50グリッド

で検出したが、5・6・11号住居址は用地の関係で未調査部分を残す上に、5・6・9・11・12号住居

址は複雑な重複関係にある。黒土中に構築されていた9号住居址は、焼土とピットのあり方から住居址

を考えたものであり、12号住居址は5号住居址に大きく切られ残存した範囲が狭く認定が遅れて不明な

点が多い。

重複による新旧関係は、5・9・11・12号住居址は5号住居址が新しく、6・9・11号住居址は6号

住居址が新しく、9号と11号住居址、9号と12号住居址においては不明である。

第5号竪穴住居址（第4～8図、写真5、6）

埋土は、東西方向の土層観察ベルトと、調査境の掘り込み面で観察した。ローム粒と僅かな炭化物が

混じる褐色土で、逆三角堆土部分がやや黒味を増すが分層できる状態ではない。基本的にはレンズ状の

堆積で自然埋没と考えたい。

平面形は、用地の関係で未調査部分を残しているが径5m程の円形と思われる。壁は、ロームである
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第4図　第5・6・11号竪穴住居址実測図（1：40）
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第8図　第5号竪穴住居址出土石器実測図（1：6）

が緩やかに立ち上がり良く無い。床面はロームで硬く、総体に小さな凸凹がみられるが壁際がやや高く

なるがほぼ平らである。周溝は部分的に認められる。柱穴は楕円形を里し深くしっかりしたものである。

炉は方形切り炬焼状石囲炉と思われるが、炉石はすでに焚き口の一部を残し抜き取られていた。焚き口

の左隅に使われていた炉石を図示することはできなかったが、安山岩の柱状自然石で有頭石棒を思わせ

るものがあり、祭祀的様相が高いと考えておきたい。炉底の焼土は厚く9cmを計りその下層も火熱によ

る変色が認められる。

遺物は土器と石器があり、土器は第5図3～第7図26である。石器は第7図27～第8図37で、31の石

匙は周港内から出土。37の石皿は離れた地点から出土し接合したものである。

第6号竪穴住居址（第4・9～12図、写真7～11）

埋土は、東西方向の土層観察ベルトと、調査境の掘り込み面で観察した。壁際は壁土が落下したと思

われるロームブロックが、総体的にはローム粒と僅かな炭化物の混じる褐色土で、逆三角堆土部分はや

や黒味は増すが分層できる状態ではない。基本的にはレンズ状の堆積であり自然埋没と考えたい。逆三

角堆土中には黒曜石の小剥片が多くみられ、炭化種子が出土している。

平面形は、用地の関係で未調査部分を残しているが長軸5m、短軸（3．7m）の楕円形を呈するものと

思われる。壁は、ロームであるが壁土が落下したようで良くない。周溝は部分的にみられ小ピットの並

ぶ所もある。柱穴は深くしっかりしたものであるが、貼り床の施されたものがあり同心円状の建て直し

が行われているようである。埋嚢は、南壁際に深鉢が正位で埋設されていたが、主軸線上からやや東に

ずれ口緑部は床と同レベルであるが蓋石はい。底部は打抜かれた状態で穿孔されており、口緑部の磨滅

は著しく擬似口緑を思わせる状態である。伏嚢は2点あるが、胴部下半を欠損する深鉢を使用したもの

で、炉の側辺延長線上より外側による北壁下にある。炉は方形切り炬健状石囲炉と思われるが、炉石は

すでに抜き取られ焚き口の一部を残していただけである○図示することはできなかったが、焚き口右隅

に立てられていた安山岩の柱状自然石の上面は、打痕による蜂の巣状の浅い凹みがみられる。炉底の焼

土は厚く10cmを計りその下層も火熱による変色がみられる。焚き口の右隅に使われていた炉石を図示す

ることはできなかったが、安山岩の柱状自然石で上面にやや弱いが蜂の巣石状に打痕がみられる○

遺物は土器・石器・炭化種子がある。土器は第9図1～第11図25で、3は埋嚢、5は伏嚢1、6は伏

嚢2である。7はミニチュア土器で壁際から出土。石器は第11図26～第12図60である。第22図44・45の

土器破片は混入であろう。

炭化種子は4点で、小豆よりやや大きな物である。
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第9号住居址（第16図）

黒色土中に構築された住居址である。焼土が黒色土中から出土し、炉石がないことから単独の焼土址

と考え、また、後に柱穴に改めた小竪穴の調査過程で住居址と考えたが、炉底の焼土が調査面より上位

にあり、住居址の壁や床面などを確認することはできなかった。

本址に伴うピットはPl～P6の6基あり、P2は他のピットより径がやや大きく、底面には大きな

安山岩の礫2点があり柱穴とは違うようである。P5から土器破片が出土している。

遺物は土器と石器があり、土器は第16図11で、石器は12・13である。

第11号竪穴住居址（第16図）

5号・6号住居址に切られている上に用地の関係で調査できた範囲は狭く詳しいことは不明である。

埋土は、調査境の掘り込み面で観察したが、ローム粒と僅かな炭化物が混じる褐色土で、色調の変化

に乏しい。

平面形は、用地の関係で未調査部分を多く残している上に、5号・6号住居址との重複で残存範囲は

僅かであるが、壁と周溝からみて円形ないしはそれに近いものと思われる。規模については不明である。

壁は、ロームであるが良く無い。床面はロームでほぼ平らであるが軟弱で小さな凸凹がみられる。周

溝は壁下と6号住居址床面部分では認められたが、5号住居址は本址より床面レベルが低いため確認す

ることはできなかった。柱穴は深くしっかりしたものである。炉は未調査部にあるものと思われる。

遺物は土器があり、第16図18である。

第12号住居址

黒色土中に構築された住居址である。5号住居址の床面から小竪穴187に切られた焼土が出土し、同

心円状建て直しが行われた旧い炉址と考え調査を進めたが、柱穴の中には貼床が施されたものがあり、

平面形は楕円形と円形の2者で埋土にも違いがみられた。この時点になり焼土と平面円形の柱穴を12号

住居址と考えるに至ったが、認定が遅くなり不明瞭な点を残したままである。

平面形・規模は不明で、重複から外れた柱穴は小竪穴と考え調査を進めた状態であり、壁や床面など

を観察することはできなかった。

Plから安山岩の小礫48点が出土したが性格は不明である。

本址に伴う遺物は明確にできなかった。

第7号竪穴住居址（第13～15図、写真12、13）

検出した住居址の中では西端に位置する。BE－45～47、BF－45～47、BG－45～47の9グリッド

にま亘がり、用地の関係で未調査部分が僅かにある。

埋土は二検出時における平面観察では4回以上におよぶ撹乱穴があり、土層観察では床面にまで達し

ており最悪の状態であった。調査を進めた過程において、ローム粒が混じる褐色土（三角堆土）形成後

に、厚い焼土が生じたことが見てとれた。撹乱が広範囲におよぶ上に炉址に達する深いもので不明瞭な

点も多いが、焼土は住居南寄に厚く形成され、焼土はPlとP4の上位に確実にあり、焼土が生じた時

にはすでに柱が無かったことになる。

平面形は、4．3×4．35mの隅丸方形である。壁は、ロームで床面から10～20cm位はほぼ垂直に立ち上が

るが、その上は壁土が落下したためになだらかになる。周溝は、壁直下にめぐるが部分的に切れている。
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第15図　第7号竪穴住居址出土石器実測図17～25（2：3）26～30（1：3）
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床面は、ロームであるが総体的に軟弱でタタキ床はみられない。なお、撹乱穴による破壊もみられた○

南壁近くの床面が部分的に焼土化しているが、地床炉とは異なるものであり、埋土中で見られた多量の

焼土との係りを考えたい。柱穴は、Pl～P4の4本でしっかりしている。P5・P6はその位置から

入り口に係るものであろう。炉石は抜かれていたが、掘り方からみて方形切り炬燵状石囲炉であったも

のと思われる。なお、石が抜かれたのは廃絶時であるのか、撹乱穴の折か不明である。

遺物は土器と石器があり、土器は第14図I～16で、石器は第15図17～30である。第22図39～43・50の

土器破片は混入であろう。

第8号住居址（第16図、写真14、15）

面的調査を行ったBL－48・49、BM－48～50、BN－4白～50、B0－48～50グリッドで検出したが、

虫色土中に構築されな住居址である。

黒色土中で蓋石を持つ正位の埋嚢が出土し、住居址の検出に勤めたが床面などを確認するまでに至ら

ず、不明瞭なまま単独埋嚢1と考えた。‾また、弱い焼土も黒色土中で認められたが、炉石がないことか

ら単独の焼土址と考え、後に柱穴に改めた小竪穴の調査過程で住居址と考えるに至るが、すでに炉底の
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焼土が調査面より上位にあり、住居址の壁や床面などを確認することはできなかった。柱穴は大きな

しっかりしたものが4本で、いずれも重複がみられ同心円状の建て直しが考えられる。焼土の厚さは4

cmを計りその下層も火熱で変色している。第20図1は屋外埋嚢と考えたが、推定プランの東壁付近に位

置し、本址の埋賓の可能性を捨て切ることはできない。

遺物は土器があり、第16図1～3である。

第10号住居址（第16図）

面的調査を行ったBP－47～49、BQ－47～49、BR－47～49グリッドで検出したが、黒色土中に構

築された住居址である。

焼土が黒色土中で出土したが、炉石がないことから単独の焼土址2と考えた。その後、やや浅いが柱

穴状ピットの検出があり、8号・9号住居址同様に住居址と考えたが、すでに炉底の焼土が調査面より

上位にあり、住居址の壁や床面などを確認することはできなかった。推定プラン内で新旧関係は不明で

あるが墓壕と考えられる小竪穴95・96・99の3基と重複している。

遺物は土器と石器があり、土器は第16図14～16で、石器は17である。

2　小竪穴

小竪穴は173基検出したがほぼ発見順に13～187の番号を付した。調査過程で69・70はロームマウンド

であることが明らかになり欠番とした。

個々の小竪穴については「小竪穴一覧表」にその概要をまとめたが、特徴的な小竪穴について若干触

れておきたい。

小竪穴14・15・16・17・－19（第17図、写真17、18）

陥し穴と考えた小竪穴5基である。平面形は円形で、ローム層にしっかり掘り込まれていたが、規模

に違いがみられる。底面は平らで壁はほぼ垂直に立ち上がるが、壁面の上半分位は荒れており壁土の崩

落が考えられる状態であり、長時間にわたる開口を示唆するものである。逆茂木の小ピットは検出でき

なかった。遺物は、小竪穴14から中期中葉、小竪穴15・17から中期後葉の土器破片が出土しているが、

埋土中からの発見であり時期決定ができるものではない。

小竪穴13・21・132（第17・20・21図、写真19、20）

浅い小竪穴であるが、小竪穴13から第20図8の土器片使用の土製円盤、小竪穴21は検出面からその下

層に第21図12の土器破片が、小竪穴132の底面には浅鉢第21図22の破片（約1／5）が埋納されていた。

小竪穴35・58・73・75・82・89～91・93～96・98・99・103・187（第17・18・21図、写真21～24）

墓壕と考えた小竪穴は16基で、平面形は円形・楕円形・隅丸方形・隅丸長方形など様々であるが、ロー

ム層をしっかり掘り込んだ深いものばかりで、検出面に大きな礫が伴うものがある。底面は平らで壁は

ほぼ垂直に立ち上がり、壁面はしっかりしており壁土の崩落は認められない。

小竪穴35は用地の関係で未調査部分を残しているが、検出面には大きな礫があり、底面から琉泊と薪

翠の飾玉第21図23・24が並んで出土した。副葬品と考えられるもので墓壕と考えたが、類似する15基の

4、竪穴を第19図に示した。
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小竪穴15

小竪穴90

④　γ

第17図　小竪穴15・14・132・16・17・89・90・91実測図（1：40）
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第18図　小竪穴35・33・37・103・38・82・100・101・58実測図（1：40）
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小竪穴37・137（第18・21図、写真25）

柱穴状の小竪穴であり、小竪穴37は深さ107cm、小竪穴137は深さ110cmを計る。底面は平らで壁はほ

ぼ垂直に立ち上がり、壁面はしっかりしており壁土の崩落は認められない。

小竪穴38（第18・21図、写真26～28）

平面形は151×124cmの円形で、深さは95cmを計る。底面は平らで壁はほぼ垂直にたちあがるが、壁面

は荒れており壁土の崩落が考えられる状態であり、長時間にわたる開口を示唆するものである。底面か

ら角が取れた小さな河原石407点が出土したが、全面からの出土ではなく、壁際はリング状に礫の無い個

所が巡る。河原石は積み上げられた状態ではなく、重なるものは少なく上面はほぼ平らである。この様

な河原石を伴う小竪穴の発見は聞いたことはなく性格については不明である。

小竪穴101

浅い小竪穴で、第21図21の縄文時代後期の土器小破片が出土したが、後期土器はこの1点だけである。

小竪穴出土遺物

遺物は土器・石器・土製品・石製品があるが、土器は確実に時期決定ができる状態で出土したものは

極めて少ない。大きくみて縄文時代中期初頭～中葉、後葉で、土器破片が出土した小竪穴を第19図に示

したが、出土地点は時期により異なる傾向が見てとれる。石器は第21図11・13～15・17・18・20であり、

当地方に一般的にみられるものである。土製品は小竪穴13から出土した第20図8の土器片利用の土製円

盤だけである。石製品は小竪穴35から出土した第21図23の琉拍製垂飾と24の薪翠製垂飾である。

3　焼土址

黒土中で検出した焼土は5ヶ所を数え、焼土1～5の番号を付したが、焼土2が10号住居址、焼土4

が8号住居址、焼土5が9号住居址の炉址である事が判明した。したがって単独の焼址は、焼土1と焼

土3の2ヶ所である。図示することはできなかったが概略を記しておきたい。

焼土1（第21図）

平面形は271×196cmの楕円形で、厚さ20cmを計る大規模なものであるが、表土剥ぎ遺構検出ですでに

上面を取り除いたため、当初の厚さは30cm前後であったと思われる。遺物は、付近と焼土中から縄文時

代中期後葉の土器破片（150点）と石器が出土している。土器は第21図25、石器は27・28などである。

焼土3

平面形は52×31cmの楕円形で厚さ8cm程であるが、下層で安山岩の礫2点を伴うピッを検出した。焼

土3に係る施設であるのか、重複する別遺構であるのか明確にできなかったが、ピットの平面形は72×

92cmの楕円形で、深さは20cmと浅いものである。遺物は、縄文時代中期後葉の土器破片が僅かに出土し

ている。
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第25図　遺構外出土石器実測図（1：3）
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4　遺構外出土遣物

遺構外から縄文時代の遺物は土器・石器・石製品が出土している。調査では、黒土中に構築された住

居址の認定が遅くなり、グリッド遺物の中に住居址に伴うと思われるものもあるが、確実な伴出関係が

明らかにできないためここで取り上げてある○土器は第22図30～38・46～49・51、石器は第23図52～

76・78～133、石製品は第23図77を図示した。

平安時代の土師器杯第26図134と小破片が出土しているが、遺構を検出するまでには至らなかった。

Ⅴ　まとめ

発見した遺構・遺物ともに整理期間の関係で分析することができなかったため、現場で感じたことを

記しまとめとしたい。

久保地尾根遺跡の発掘調査は9次を数えるが、外縁部における調査が多く遺跡の性格等については未

だ不明瞭なままであり、本調査地点は村道改良事業に先立つ発掘調査の成果からみて、集落址の北辺部

にあたることは容易に推測できた。調査の結果、集落址は当初考えていたより東に寄り、既存墓地に展

開していることが明らかになり、調査されることがないまま開発された範囲の広いことを再認識させら

れることになった。

縄文時代中期の住居址4軒は黒土中に構築されていたが、当地方で黒土中に住居址が構築されること

は稀なことであり、ローム層にしっかり掘り込んでいる住居址とは性格が違っているように思われた。

原村の前尾根遺跡第1次発掘調査でも黒土中から住居址が検出され、その報告に「この住居址は永住を

目的としない一時的な住居として構築されたのではないかと推測される。」とあるが、本遺跡の住居址も

同様で仮住まい的なものであったことが窺われるものである○

墓壕と考えた小竪穴は16基で、概ね円形に展開していることが見て取れるもので、住居址の内側に墓

壕がめぐる環状集落が形成されていることは確かなようである。しかし、居住域のありかたは他遺跡と

若干違っているようにみうけられた○当地における尾根幅はそれほど広いものはなく、集落址は南斜面

を含めた尾根の全域を居住域としおり、中には緩やかな北斜面に住居址が構築されていることがある。

久保地尾根の尾根幅は当地では一般的であるが、居住域（集落址）は尾根全域に展開することはなく

北側に幅20mを越す無住居址地がみられる○この居住域は何に起原するのか不明であるが、住居址北側

で検出した大規模な焼土址1との係りがあるように思えてくるのである。

最後に、関係者各位ならびに発掘調査にたずさわった方々に厚くお礼申し上げる次第である。
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表2　小竪穴一覧表

（）付けは現存値、単位はcm

番 号
検　 出

位　 置
平面 形

規　　　 模
① 埋 土　 ② 遺 物等 の 出土状 態　 ③ 土 器 ‾④ 石 器　 ⑤ 性 格等

長径 短径 深 さ

13 C F －66他 楕 円形 73 58 2 1

① レンズ状 堆 積　 三角 堆土 と底 面近 くは ローム細粒 を含 む褐色 土 、

逆 三角 堆土 は僅 か な炭化 物 の細 粒 を含 む褐色 土　 ②検 出面 とそ の

直下 に± 器片 ＿．と小 礫 、落 ち込 んだ もの　 ③ 中期 土 器片24 （第20図 2
二 7 ）．土 器片 利用 土 製 円盤 1 （第20図 8 ） ⑤ 底 面 に小 ピ ッ ト1 、

14 C ‾B －69 円形 11 1 104 46

（カ レンズ状 堆積　 三角 堆 土 と底 面近 ぐは ロ ーム細 粒 を含 む 黄褐 色

土、逆 三 角堆 土 は黒褐 色 土　 ② 逆三 角 堆土 下 部 に土 器片　 ③ 中期 ‥

土器片 3 ‾（第2 1図 9．・10）．⑤ 陥 し穴 ：

15 C A －70 円形 173 16 0 80

① レ．ン．ズ状 堆積　 三角堆 土 と底 面近 くはロ ーム ブロ ック ・ロー ム粒

を含 む草 褐 色土 、 逆 三角 準土 は ロー ム細粒 を含 む黒褐 色 土　 ② 除

出面 と挙三 角堆 土 に土 器片 、‾逆 三角堆 土 に小 礫 1 、底 面 に礫 1 ③

一中期土 器片 11 ④黒 曜石 剥片 1 ⑤ 陥 し穴

16 c c －70 円形 （92） （8 3） 44

① 西側 か らの流 入堆 積 か　 上層 は僅 か なロー ム粒 ⊥炭 化物 を含 む褐

色 土、下層 は 由一 ム粒 と僅 か な炭 化物 を含 む黄褐 色 土、底 面 近 くは

ロー ム粒 が 多 くなる。 ⑤ 小 竪穴 17と重 複 、本址 が 旧い　 陥 し穴

17 c c －7 1他 円形 ．＿ 14 3 132 74

① レ ンズ 状堆 積　 三 角堆 土 と底 部 近 くは ローム 粒 を含 む褐 色 土 、

．逆 三角堆 土 は僅 か な ローム粒 ・炭化 物 を含 む褐色 土　 ② 逆 三角 堆 土

下 部 に握 り拳大 の安 山岩 の礫　 ③ 中期 土器 片 1＿＿　④ 黒曜 石剥 片 1

⑤小 竪穴 16 と重複 、本 社 が新 しい　 陥 し穴

18 C F －6 5他 円形 72 ‘62 2 7

① レシズ状堆 積　 逆 三角堆 土 は ロー ム細 粒 と炭化 物 を含 む褐色 土

三 角堆 土 の壁 際 と底 面 近 くは ロー ム粒 を多 くを含 む褐 色土　 ② 検

出面 で打 製石 斧 1 （第21図1 1）・

19
c c －72

甲形 144 123 9 1

① レンズ状堆 痍　 三角 堆土 と底 面近 くは ロー ムブ ロ ック・ロ ーム粒

を含 む寅褐 色 土 、▼逆 三角 堆 土 は ロー ム粒 を含 む 黒褐 色 土　 ② 道 三

C D －72 角堆 土 にの安 山岩 の礫　 ⑤ ロ」 ムマ ウ ン ド 1 と重 複本 址が 新 しレ？

陥‾し穴

20 C D －70 円形 62 54 29
① 不 安定 な褐色 土 単層　 ⑤ 不 明 瞭 で耕作 に よる撹 乱 の可 能性 が高

い　 ④ 黒 曜石剥 片 云

2 1 C B －6 4他 円形 163 151 1 1

① ロー ム粒 を含 む黒 色土 で 、壁 際 は ワー ム粒 が多 い　 ② 検 出面 に

土 器片　 ③ 中期 土器 片 8 （第2 1図i2）‾④ 黒曜 石剥 片 1 ⑤ 底面 に

小 ピ ッ ト2 、

2 2 C D L 63 楕 円形 65 50 1芋 ① ローム粒 を含 む黒 褐色 土単 層　 ⑤撹 乱 か

23 C A －63他 円形 9 8 90 ’ 4 1

① ロー ム粒 と炭 化 物 を含 む褐 色 土 で、壁 際 はロ ーム粒 が 多 い　 ②

‘底 面近 くか ら土 器片 ・黒 曜石 剥 片 ・小 礫 ．③ 中期 土器 片 2｝　④ 黒

曜 石剥片 6

24 C B －6 1他 楕 円形 （70） （65） 4 ‘① ロ ーム細粒 を含 む黒褐色 土 単層 ‘－⑤ 未調査 部 有

25 B Y －6 1他 円形 1 17 100 3 7
① ローム粒 と炭化 物 を含 む黒 褐 色土 単 膚　 ③ 中期 土器 片 14 、⑤ 壁

面 に小 ピ ッ ト1 、

2 6 C A －64他 楕 由形 7 1 63 15 ⑤ 底 面 に小 ピッ ト1 、

2 7 C A －6 1他 楕 円形 （112）
l

（52） 30
① ロ ーム細 粒 を含 む黒褐 色 土 単層　 ③ 中期 土 器 片 5　 ④ 黒 曜石 剥

片 1 （9 未調査 部 有
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28 B U －67他
①ローム細粒を含む黒褐色土で下層ほど黒味が増す　 ⑤耕作によ

る可能性が高い

29 B T －62他 不整円形 112 ・ 9＿5 ．17

①レンズ状堆積　 三角堆土め底面近くはローム細粒を含む褐色土、

逆三角埴土は黒色土　 ②埋土中に安山岩小礫 2　 ④横刃形石器 ？

1 、黒曜石剥片 2

30 B U ．－61．他 楕円形 82 58 ：．13 ①炭化物を含む黒褐色土で安定 していない。⑤蹄作による撹乱か

．．31 C ．B －45他’－ 円形 97 ‘ 91 31：

①レンズ状堆積 三角堆土と底面近 くは由一ムブロック・ロ「ム粒

を含む黄褐色土、逆三角堆土はローム細粒 と炭化物を含む褐色土

②検出面に礫 1：③中期土器片 6　＿④黒曜石剥片 8　 ⑤底面は舟

底状　 未調査部有　 小竪穴186 と重複新旧不明 ：

32 B Y －45 楕円形
l

99 67 42 ・

l①如 旨大の炭化物を含む褐色土単層　 ②痍出面に礫 2 、また童顔

個所に礫 1 ④窯曜石剥片 1 ＿．⑤小竪穴34 と重複新旧不明

33 早耳－46他 禰 円形 147 122 19

① レンズ状堆積 ．三角堆土はロームブ細粒を多 く含む褐色土、逆

三角堆土は臼∴ム粒と炭化物を含む窯褐色土　 ④黒曜石剥片 2‘

⑤底面に小ピット2

34 B Y －45他 不整円形 92 80 一 42 ．

1

①褐色阜単層　 ②重複仰所に礫 ‾④黒曜石剥片 1 ⑤底面・壁面に

小ピット3 ∴小感穴32 と重複新旧不明．

35 ▼・B Y ・－44他 楕円形 158・ 88 1 61

①ロームプロシク・ローム粒を含む褐色土　 ②底面から薪翠と琉拍

の玉が各 1、並んだ状態で也土　 ④薪翠垂飾 1．（第21図24）、：嘘拍

車飾 十 （第21図・23）、凹石 1 （第21図13）、黒曜石剥片 3 （寧検出

面に礫 ，（立石 ？） 1 ・小礫 3 1未調査部有 ．

36 B X －44 楕円形 （111） （由） 29
①甘－ム細粒を含む褐色土単層　 ④黒曜石剥片 1 ⑤北壁のピッ

トは新 しい可能性が高い‾．未調査部有

37 ＿ B Y －46他 円形 90 白8

I

107

①レンズ状堆嘩　 逆三角堆土はローヰ細粒を含む褐色土　 三角堆

土の壁際と底面近 くは．ローム粒を多 くを含む黄褐色土　 ③中期土

器片．1 ④打製石斧 1 （第21図14） 凹石 1‥（15） 黒曜石剥片 3

T⑤栓出融 こ礫 1 底面は凸凹が著 しく不明瞭

38 B W 二48他 円形 151 i24 9占
③中期土器片43 （第21図16）（内同⊥個体 8 ）、．．④打製石斧 1 （廃 ［

21図17）‾　窯曜石剥片 9

39
l
B V －50 円形 （83） （75） 34

①ローム粒と僅か年炭化物を含む不安定な黄褐色土単層　 ②埴土

ヰに小礫 1 ⑤小感穴40 と重準、新旧不明

40 B V －50 l 楕亘形 （云3．） （60） 31
①ロー－ム細粒 と僅かな炭化物を含む褐色土で、壁際はローム細粒 ’

が多い　 ⑤小竪穴39 と重複、新旧不明

41 B V －52 楕円形－ （61） （53） 23 一①ローム粒を含む褐色土単層　 ⑤ 9 号住居址ピット

42 B V －52他 円形 （48） （40） 21 l①ロ－ム粒を含む褐色土単層 i⑤ 9 号住居址ピット

43 B V ⊥51 不整円彪 （91）： r（90） 1r5
②検出面に小礫 2　 ③中期土器片、6　 ④磨石 （半害の 1 ⑤小竪

穴44 と軍複、新旧不明　 耕作の撹乱か

44 B V －51他 楕円形 （85） （75） ．13 ⑤小竪穴43 と重複、＿‾新由不醜　 耕作の撹声Lか

華 B享．⊥45他 円形 113 105 10 ．①占・－ム細粒を含む示安定な褐色主単雇　 ⑤耕作の撹乱か

46

47

B M －48

B I －45

楕円形

円形

（76）

49

（55）

42

22

19

①ローム癖 と炭化物を含む褐色土単層　 ⑤ 8 号住居址ピット

①ロ・－ム粒 と炭化物を含む褐色土、底面近ぐはローム粒が多い

③中期土器片 1 ・③黒曜石細片 1

48 B M －44 隅丸方形 （76） （54） 23 ㌧③中期土器片 1 ．⑤未調査部有
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49 B L －44他 隅丸方形 （115） （121） 16 ①ローム粒を含む褐色土単層 ‾．⑤底面に小ピット3　 未調査部有

50 B L －50他 楕円形 ，84． 67 11 ①褐色主単層　 ②土器片 1 ⑤底面に示 ピット2　 浅く不明瞭

51 B L －50 痛由形 75 62 言3 ①褐色土単層こ＿　⑤底面に小 ピット1 浅く不明瞭 ．

52 B 0 －49 円形 44 午0 16 ①黒廻色土単層‾⑤底面に小ピット2

53 B V －53他 隅丸方形 114 86 63
① d J ム粒を含むサラサヲの真黒色土単層、痍出面下20cm に空洞

有　 ⑤新 しい可能性が高い　 ③中期土器片 3

54 ニ C B 一一47他 不整円形 90 78 14 ①ロ‘・．－ム細粒含む黄褐色土単層　 ⑤浅く不明瞭

55 C A －48他 不整円形 92 83 ． 14
－①ローム粒を多 く含む．不安定な黄褐色土で、埋め戻された可魔性

が轟いて‾③中期土器片 寧　 ⑤底面は凸凹‾こl．撹乱か

56 C A －47他 楕円形 81 59 26
①ローム粒を多く含む不安定な黄褐色土単層　 ③中期土器片 1．－

④窯曜有剥片．1

57 lB M T 47他 楕円形 （62）．一（57） 3 、
①ローム粒を含む褐色土単層 r‾⑤涜いす り鉢状、小竪穴145 と重複

前 日不明 ③中期阜器片 1

58 B P －47 円形 94 、85 4白
①ローム粒を含む嫡色土で、塵際と底面近 く時平「．‾ム粒が多い

③中細土器片 1 ③黒曜石剥片 2

59 B 0 －48
料円形

45 40 28

60 B 0 －50 楕円形 （64） （54）． 36 ③中期土器片 1 ④黒曜石剥片 3　 ⑤小竪穴154 と重複新旧不明

61 B N －49他 楕円形 75 55 25 ・
l

④スレ－ト細片 1 、黒曜右剥片 1r　⑤ 8号住居址ピット

62 B P －50 円形 50 ：45 21 －③中期土器片 2

63 B 0 －48 楕円形 （77） （41） 19 ⑤小竪穴64 と重複新旧不明

64 B P －48 楕円形 （77） （9？） 15 、③中期土器片 2　 ⑤小竪穴63 と重複新旧不明 l．・

65 B O r 50
1
楕円形 （65） （中） 45

①ロ．－ム粒を含む褐色土単層　 ③中期土器片 4　 ⑤小竪穴155 と重

凌新旧不明

66 B 0 －49 不整形 （82）．t（50） ．21

①ローム粒と炭化物を含む褐色土で塵際はロナム粒が多い　 ②検

出面上ちC血位に礫 1 ③中期土器片 4　 ④凹石磨石 1、④黒曜石

剥片 1 ．⑤小竪穴68 と重複新旧不明

67 B 0 －49 円形 65 54 40
①ロ「：ム粒 キ炭化物を含む褐色土単層　 ②検出面に礫、上10cm 位

に　 ③中期土盛片 5－－

68 B 0 －49 円形 （62．） （5チ） 54
① ロ「ム粒 と炭化物を含む褐色土単層　 ③中期土器片 4 1 ．④黒曜 ・

石剥片 3・⑤小竪穴661－と重複新旧不町

69　－欠番 ・

70 欠番
l

71 B W －45他 不整形 116 73 ．1占

’①三角堆土め壁際はロ・．－ム粒 と炭化物を含む黄褐色土、逆三角塊 ［

′土はローム粒と炭化物を含む褐色土であるが不安定　 ④黒曜石融 ！

片 3　 ⑤北‘に接するピットの埋土は黒褐色土で異なる遺構である

1

72 B ．W －45 楕円由 85 由 29
①不安定な褐色土単層　 ②検出面に礫　 ④黒曜石剥片 1 ⑤撹乱

か

73 C A －46他 楕円形 133 100 26
①由一ム粒 （大．き‾な物は径 4 cm．）‾と炭イ物 を．含中褐争皐、‾臼⊥ム

粒は上部に多い　 ④石鉄 1 （第21図18）、黒曜石由片．2

74 B W －50 楕円形 54 48 15 （∋炭化物を僅かに含む黄褐色土単層
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75 白Ⅹ－47他 楕円形 （126°） （7割 32
①ローム細粒を含む褐色土で、壁際はローム細粒が多い ・②検出

面に小礫 2 （9小竪穴110 と重複新旧不明

76 B W －55他 楕円形l （68） （44） 1‾3 －
①褐争土で、壁際はロ′－ム粒を含む　 ④黒曜石剥片 1 ⑤底面か

ら南壁にピット1　 未調査部有　 小竪穴77 と重複新旧不明

77 B W －55他 ・円形 ’・ （87） （95）

①ローム癖を含む砲色土単層 ．②検出面と埋土中に小礫　 ③中期

土器片14 （第21図19） ④黒曜石剥片 1 ．⑤底面から南軍にピット

3　小竪穴76 ・78 と重複新旧不明

78 B V －56他 楕円由 （87） （98） 34
①ローム細粒を多く含む褐色土単層　 ②検出面に小礫 1 ③中期

土器片14　④黒曜石剥片 3　 ⑤小竪穴77と重複新旧不明

79 C A －44他 楕円形 （148） （94） 6P ③中期土器片 2　 ⑤未調査部有

80 ・欠番 ③中期土器片 4　 ⑤ロ二ムマウンド

81 C B －46他 楕円形 100 88 13 ①褐色土単層 ．．④未調査部有

82 C A －45他 楕円形 129 105 46 ．
①ロ「ムアローック・ロヤム粒を含む褐色土単厚　 ②底面から土器片

1 ③中細土器片 1

83 B X －45他 隅丸方形 108 82 ． 28 ①ローム粒を含む褐色土単層 ：⑤底面は凸凹

84 B V －46 円形 43 38 32
①ローム細粒を含む黒褐色土単層　 ⑤柱穴状セあるが底郵 ま中央

が窪む丸底

85 B V －45 楕円形 51 45 25

①・ローム粒を含む黒褐色で、底面近く宣 ．ロ二ム粒は多い。＿⑤丸底

で壁の立ち上がりはだらだら

86 B V －45 楕円形 58 48 15 ①ロ．－ム粒を含む黒褐色土単層

87 B W －45 楕円形 72 55 27 ⑤底面から壁にピット2

88 B U －46 楕円形 74 56 ．32 ⑤小竪穴 2・基の壷複か

89 B U －48他 隅丸方形 151 101

①ロ「ム粒を含む褐色土、北寄 り底面近く昼ローム粒が多い。北

側からの日華埋．没　 ②検出面壁際に火熱でひび割れた礫 1 ⑤底

面から壁にピット2

90 B U －48他 楕円形 （152） （92） 53 ‾′

①ロームブロック・ローム粒を多量に含む褐色土で、・ロームプロツ

クは中層に多く、その下層はブロックが少ない　 ③中期土器片 1

④スクレーパー 1 （第21図20）、黒曜石剥片 2　 ⑤小竪穴91と重複

本址が新しい

91 B T －48他 ・楕円形 （155） ．（130） 52
①ロ．－ム粒を含む褐色土で、上層は黒味が増すが分層できない

⑤小竪穴90 と重複本址が旧い

92 B T －47 楕円形 48 38 26

93 B S －48他 楕円形 94 83 17
①ローム粒を含む褐色土で、底面近 くはローム粒が多い　 ③中期

土器片 1 ④黒曜石剥片 2

94 B S －47 楕円形 （102） （65） 55 ①ローム細粒を多量に含む黄褐色土単層　 ⑤未調査部有

95 B R －47他 禰円形 ・100 82 37 ③中期土器片 1 ④黒瞳石剥片 2　 ⑤10号住居址と重複新旧不明

l・96 B Q －47 楕円形 110 76 50 ③中期土器片 5　 ④黒曜石剥片 1 ⑤10号住居址と重複新旧不明

97 B R －47 楕円形 （64） （51） 7 ⑤未調査部有 10号住居址どうト

98 B 良一47他 隅丸方形 ．（81） （云4） 41 ‘‾⑤奉調査部有
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99 B R －49他 不整円形 128 110 62

①レンズ状堆積　 大きくみて 4 層　 上層はローム粒を含む黒褐色

土、上中層は多量のロームブロック・ローム粒 と炭化物を含む黒褐

色土、上申層は多量のローム粒と炭化物を含む黒褐色土、下中層．は

ローム粒と炭化物を含む黒褐色土、下層は僅かなローヰ粒を含む

黒褐色土　 ②検出面に土器片 1 ③中期土器片 6　④黒曜石剥片

1 （9 10号住居址と重複新旧不明 ‘

100 ‾ B P －49 不整円形 57 53 17 ①ローム粒を含む褐色土で、底面近 くはワーム粒が多い

101 B P －49 円形 60 58 8

①ローム粒を含む畢褐色土で、・壁際はロー＿ム粒がやや多い　 ②検

出面に小礫 ③中和土器片 2 、後期土器片 1 （第21図＿21）⑤壁上

部は落下　 底面に小 ピット2

102 B X －48 楕円形 （77） （60） 28 ①ローム粒を含む不安走な褐色土単層　 ⑤小竪穴185 と畢複新旧不明

103 B W －48他 ：楕円形 138 1q4 47 －①ローム粒を含む褐色土で、底面近 くはローム粒が多い

104 B K －51他 円形 82 76 37

105 B D －46 楕円形 126 68 5 ①ローム粒を含む黒色土単層　 ③中期土器片 4

1．06 B W －49 楕甲形 ‘ 56 42 27

107 B V －49 楕円形 102 73 27 ①ローム細粒を含む褐色土で、壁際はロ二ム細粒が多い

・108 B R －49 円形 46 42 21‾
①ローム細粒を含む褐色土単層　 ②検坦面に土器片　 ③中期土器

片 2　 ⑤10号住居址ピ．ット

109 B V r 47他 不整形 116 79
①ローム細粒を含む褐色土単層　 ③中期土器片 1 ⑤底面から壁

にピット6

110 B X －48他 楕円形 （82） （77） 38
①ローム細粒を含む不安定な褐色土単層・⑤小竪穴75 と重複新旧

不明

111 B R －48 楕円形 ・ 49 41 20
①ローム柵準を含む褐色土単層 、‘②埋土中に土器片 ③中期土器

片 1・⑤10号住居址 ピット

112 C A －47 楕円形 83 68 27 ①ローム細粒を含む褐色土単層　 ③中期土器片 1

113 B ’Y －48他 楕円形 64 57 49 ①ロ二ム細粒を含む不安定の黒褐色土単層　 ⑤柱穴状

114 B Y －48他 楕円形 93 58 47 ①ローム細粒を多量に含む黄褐色土単層

115 B Y －49 円形 115 103 11
①ローム細粒を含む褐色土単層　 ②二段の落ち込み中から土器片

③中期土器片 3　 ⑤底面は二段に落ち込み、その中に小ピット

：116 ．B X －49他 楕円形 82 55 28 ⑤12号住居址ピット

117 B Y －48他 嘩円形 170 123 ⑤底面から壁にピット3 重複か

118 B X －48 楕円形 （84） （52） 35 ⑤小竪穴185 と重複新旧不明

119 B T －51他 隅丸方形 （106） （55） 11

①畢褐色土と黒色土が混 じりあい不安走 （撹乱） ②埋土中に土器

片　 ③中期土器片 5　 ④黒曜石剥片 1 ⑤小竪穴120 と重複新旧不

明、耕作の撹乱 ？

120 B T －51他 楕円形 （128） （82） 20
①黒褐色土と黒色土が混 じり－あい不安定（撹乱） ⑤小竪穴119 と重

複新旧不明、耕作の撹乱 ？

121 B W －49 楕円形 92 53 26 ③中期土器片 1 ⑤小竪穴184 と重複新旧不明

122

123

B T －48他

B W ．－50他

隅丸方形

楕円形

137

62

96

56

45

49

③中期土器片 4　 ④黒曜石剥片 1

①ローム粒 を含む褐色土単層　 ③中期土器片 4　 ⑤12号住居址

ピット

－37－



124 ‘B N －45他 楕円形 （51） （41） 28
①ローム細粒を含む黒色土単層　 ③中期土器片 1 ⑤小竪穴147 と

重複新旧不明

125 B V －49 円形 45 38 40 （彰中期土器片 1

126 C D －70 楕円形 75 6．1 1‘5

127 C G －63他 楕円形 （92） （88） 31 ③中期土器片 1 ⑤未調査部有

128 C E －63他 円形 82 72 21 ①ロナム粒を含む黒褐色土単層　 ②検出面を．こ礫 1

129 C B －．63 円形 80 66 18 （丑ローム粒を含む色土単層

130 C A －63他 不整円形 67 63 18 ①ローム細密を含む褐色土単層 ’③中期土器片 1 ⑤底面にピッ▼ト2

131 C A －64 楕円形 由 51 ．5 （丑ローム細粒を含む褐色土単層

132 B X －63他 楕円形 71 60 － 20
ニ①ローム細粒 と僅かな炭化物を含む褐色土単膚 、②底面た浅鉢 1・

（第21図22）、癖 2．④剥片 1・

133 B Y －62 楕円形 65 56 20
①ロ「ム粒を含む褐色土単層　 ②検出面に土器片　 ③中期土森片

1 ⑤底面にrピット1

1

134 B Y －61 ．楕円形 94 71 7
①ローム細粒を含む褐色土単層－　②検出面壁際に小礫 1 －（彰中期

土器片 1 ⑤底面に小ピット1

135 B X －61他 楕円形’ 94 78 ．①ローム粒を含む黒色土単層　 ③中期土器片 1

136 B Y －49 隅丸方形 51 38 28 ④黒曜石剥片 1 ⑤12号住居址ピット

137 C A －45 円形 97 75 110
②痍出面に礫 2 石柱か　 ⑤未調査部有　 小竪穴31 ・186 と重複新旧・

不明

1．38 B F －47他 円形 54 48 22 ⑤ 7 号住居址と重複新旧不明

139 1 B H －46 ・・ 楕円形 146 116 ・48
③中期土器片 3　‾④結晶片岩剥片 1 、虫曜石剥片 1 ⑤近・現代の

溝 と重複溝やゞ旧、従って本址は近 ・現代

140 B I －47 楕円形 74 56 51 ⑤近 ・現代の溝と重複　 輝が新

141 B J －46 不整円形 （108） （甲） 13 ⑤小竪穴142 と重複新旧不明

142 B J －46 円形 （3‾8） ．（52） ⑤小竪穴141 と重複‾新旧不明

143 B L －45 円形 40 35 27 ①＿ローム細粒を含む黒褐色土単層

144 B M －45 円形 41 37 9 ①ローム細粒を含む黒褐色土単層

145 B M －47他 楕円形 （54） （41） 7
①ロナム細粒を含む褐色主単層　 ⑤浅いす り鉢状、小竪穴157 と壷

複新旧不明
l

146 B N －44 楕円形 （63） （44） 20 ①ローム細粒を含む黒褐色土単層

147 B N r 45 楕円畢 （46） （28） 14 ①ローム細粒を含む褐色土卓層　 ⑤小竪穴124 と壷複新旧不明

148 B N －46 楕円形 76 58 12 ⑤底面にピット1

149 B 0 －46 円形 （108） （96） 15 ⑤未調査部有、南壁際に柱穴状の小ピット

150 B 0 －47 隅丸方形 （83） （63） 19 ⑤未調査部有

151 B 0 －47 円形 41 39 33

152 B 0 －48 楕円形 84 72 25 ⑤ 8 号住居址ピットか？

153 B N －51他 隅丸方形 （124） （40） 55
①ロームブロック・ローム粒を多 く含む黒褐色土　 ②底面に人骨、

煙管、寛永通宝　 中期土器片 2 （9未調査部有、近世の基墳
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154 B 0 －50他 楕円形 （98） （54） 20L． ⑤小竪穴60 と重複

155 B 0 －50 楕円形 （60） （30） 19 （9 小竪穴65 と重複新旧不明

156 B P －51 円形 44 41 22

157 B P －50 円形 （65） （64） 24 ⑤小竪穴1料と重複新旧不明

158 B P －50 円形 （83）＿ （73） 37 ⑤小竪穴157 と重複新旧不明 ’

159 B ．Q －51 楕甲形 48 39 34

160 B Q －50 不整形 60 50 24

161 B Q －50 楕円形 50 44 28

162 B S －52 楕円形 71 6b 23

163 B T －53他 不盤円形 由 44 18

164 ・B U －51他 円形 （80） （81） ⑤小竪穴165 と重複新旧不明、耕作の撹乱 ？

16占 B U －51．－ 楕円形 （80） （80） 11 ⑤小竪穴164 ・166 と重複新旧不明、耕作の撹乱 ウ

166 B ‾‘U －50他 円形 （70） ．（71） 25 ⑤小竪穴165と重複新旧不明、耕作の撹乱 ？

167 B U －49他 円形 ’53 － 52 20

168 －B U r 47 楕円形－ 75 ・43 ll17

169 B ．U －47 再形 57 52 23

170 ‘・B U －47他 楕円形 （9云） （67） 38

171 B U －46 楕円形 48 42 27

172 B U －45 隅丸方形 （11．0） （40） 20． 耕作の撹乱か

173 B ．U －50 楕円形 51 44 ．15

174 B U －49 楕円形 62・ 51 24

175 B V －47 料円形 53 42 29

176 B V －47他 楕円形 67 ． 43 ⑤底郵 こピット2

177 B V －48 楕円料 55‾ 43 33

178 B V －47 楕円形 82 68 15

179 B V －46 楕円形 46 ・．37 20

180 B V －45他 楕円形 80 66 11 ⑤底面に小ピット3

18i B V －44 楕円亘 （4云） （36） 15 ⑤未調査部有－・

182 ．B W －48他 楕再形 、（611） （50） 29 ⑤小堅牢183 と重複新旧不明

183 B W －48 不整円形 （云0） （35） 16 ⑤小竪穴182 と重複新旧不明 －

184 B W －49 不整形 （80） （33） 18 ⑤小竪穴121と重複新旧不明、112号住居址のピット？

185 B X －48 楕円形 （50） （44） 27 ⑤小竪穴102 ・・118 と重複新旧不明

186 C A －45他 長方形．（236） （130） 17 1⑤小竪穴31 ・137 と重複新旧不明

187 B X －50 隅丸方形 96 84 （67） （9礫 3 ∴⑤ 5 号住址と重複新旧不明
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表3　掲載土器一覧表

（）付け数値は現存値

縄文時代　土器

図版番号 出土地点 土器名・状態 時　　 期 口径cm 底径cm 器高cm

．第5 図 1 2 号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後菓 内面横磨き。かたくしまっている。曽利 Ⅱ。

第5 図2 2 号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後葉 内面横磨き。外面は磨耗している。曽利Ⅲ。

第5 図3 5 号竪穴住居址 探鉢 縄文時代中期後菓 （14．9） （6．1） （29．8）

大きさ異なる撞手が一対。頚部縦の組細 大隆

帯で 4 区画。間は楕円区画。＿胴部は4 単位の

渦巻文。

第5 図4 5 号竪穴住居址 深鉢 縄文時代中期後菓 14．1 6．1 15．云
口緑部連続弧文。胴部沈線で15 区画。胴部地

文綾杉文を施文。底部木葉痕。・

第 5 図5 5 号竪穴住居址 深鉢 縄文時代中期後葉 （35．5） （10．1） （49．3）
胴部蛇行隆帯で4 区画。間にU 字状隆帯文 1

単位ずつ。胴部地文櫛歯状工具で施文。

第 5 図6 5 号竪穴住居址 深鉢 縄文時代中期後菓 16．4 （6．9） 21．0
小突起 2 単位。胴部蛇行沈線で 4 区画。整

形 ・輪積跡あ り。胴上半部煤付着。

第－5 図7 5 号竪穴住居址 深鉢 縄文時代中期複葉 16．7 6．3 24 ．3

大小突起3 単位ずつ。胴部蛇行沈線で 4 区画。

間にU 字状沈線文 2 単位ずつ。胴部地文半裁

・竹管で施文。胴上半部煤付着。

第 5図 8 5 号竪穴住居址 深鉢 縄文時代中期後菓 （23．3） （9・午） （2＿5＿・8）

突起 5 単位。口緑部沈線による円形の画あり。

胴部H 字沈線で 5 区画。間に蛇行沈線 1単位

ずつ。胴部地文半裁竹管で施文。

第 6図 9 5 号竪穴住居址 探鉢 縄文時代中期後葉 内面横ナデ。輪積痕あり。曽利Ⅲ。

第6 図10 5 号竪穴住居址 深鉢 縄文時代中期後葉 （22．0） （9．4） （25．ケ） 胴部地文櫛歯状工具で施文。胴上半部煤付着。

第6 図11 5 号竪穴住居址 深鉢 縄文時代中期後葉 （17．云） 6．5 18．3
胴部蛇行沈線で区画。胴部地文半裁竹管で施

文。．底部凹痕有。

第6 図12 5 号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後葉 かたくしまっている。自っほい。曽利Ⅱ。

第6 図13 5 号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後菓
内面に突付いたような凹あ り。外面に炭化物

付着。曽利 Ⅱ。

第6 図14 5 号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後葉 内面横磨 き。口緑部に炭化物が付着。曽利Ⅲ。

第6 図15 ・ 5号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後菓 内部横磨 き。曽利 Ⅲ。

第6 図16 5 号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後菓 口緑部に炭化物付着。曽利Ⅲ。

第6 図17 5 号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後葉 内面口緑部横磨 き。金雲母含む。曽利Ⅲ。

第7 図18 5 号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後葉 ていねいな整形。口腐部に炭化物付着。曽利Ⅲ。

第7 図19 5 号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後菓 かたくしまっている。曽利Ⅲ。

第 7 図20 5 号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後菓－ ていねいな整形Pかたくしまっている・。曽利 Ⅲ。

第 7 図21 5 号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後葉 外面に炭化物付着。営利Ⅲ。

第 7 図22 5 号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後葉 金雲母を若干含む。曽利 Ⅲ。

第 7 図23 5 号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後葉
ていねいな整形。かた くしまっている。曽利

V 。

第 7 図24 5 号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後葉 内面横磨き。曽利Ⅲ。

第 7図25 5 号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後葉
金雲母を多量に含む。縦位に走る輝文がある。

加曽利E 式。

第 7図26 5 号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後菓 外面が摩滅している。曽利 Ⅲ。

第9 図 1 6 号竪穴住居址 深鉢 縄文時代中期後菓 17．0 8．3 （30 ．9）

大握手 と橋状握手がそれぞれ一対。頚部縦の

組紐状隆帯で 2－区画。間は楕円区画。胴部隆

帯による左巻きの唐草文様。

第9 図2 ‾6 号竪穴住居址 探鉢 縄文時代中期後葉 25．2 9．2 34 ．4
胴部腕骨文で4 区画。胴部地文綾杉文を施文。

胴部煤付着。

第9 図3 6 号竪穴住居址 深鉢　 埋賓 縄文時代中期後葉 31．0 9．6 38．0

口緑部連続弧文摩滅。口唇部 より下 9 cm 煤 ・

炭化物付着。胴部蛇行隆帯で8 区画。胴部地

文櫛歯状工具で施文。底部アジロ痕。

第9 図4 6 号竪穴住居址 探鉢　 伏嚢 縄文時代亘期後葉 27．6 （21．8） （20．2）

口綾部突起 と連続弧文で 6 区画。胴部交互の

蛇行沈線、懸垂文で 6 区画。胴部地文半裁竹

管で施文。口緑部煤 ・炭化物付着。

第 9 図5 6 号竪穴住居址 探鉢　 伏賓 縄文時代中期後菓 （34 ．3） （24．9） （13．2）
口緑部連続弧文で 8 区画。胴部蛇行沈線で8

区画。胴部地文櫛歯状工具で施文。
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第9 図6 6号竪穴住居址 深鉢 縄文時代中期後葉 （32．4） （22．1） （12．6）
口緑部連続弧文で7 区画。胴部太い平行の沈

線で 7 区画。胴部地文櫛歯状工具で施文。

第9 図7 6号竪穴住居址
ミニチュア

土器
縄文時代中期後菓 （5．2） （2．6） （6．4） 胴部地文条線にて埋める。炭化物わずか付着。

第10図8 6号竪穴住居址 深鉢 縄文時代中期後菓 （28．4） （9．7） （31．0）
胴部隆帯による区画文 と懸垂女。胴部地文半

裁竹管で施文。器面かなり摩滅。

第10図9 1 6号竪穴住居址 深鉢 縄文時代中期後葉 26．5 （9．3） （31．1）
胴部低隆帯による懸垂文で 5 区画。胸部地文

半裁竹管で施文。

第10図10 6号竪穴住居址 探．鉢 縄文時代中期後菓 23．0 （8．4） 25．6
胴部低隆帯‾による懸垂文で4 区画。胴部地文

半裁竹管で施文。口緑融一部煤 ・炭化物付着。

第10図11 6号竪穴住居址 深鉢 縄文時代中期後葉 18．4 （7．3） 25．1

胴部低隆帯による懸垂文で4 区画。胴部地文

半裁竹管で施文。口緑部煤 ・炭化物付着。底

部は火熟でもろい。

第10図12 6号竪穴住居址 深鉢 縄文時代中期後菓 18．9 7．3 23．4

胴部低隆帯による懸垂文で4 区画。胴部地文

半裁竹管で施文。口縁部煤 ・＿炭化物多量に付

着。内部も底に炭化物付着。

第10図13 6号竪穴住居址 深鉢 縄文時代中期後菓 23．2 （7．8） 26．8
胴部蛇行沈線で13区画こ胴部地文櫛歯状工具

で施文。口緑部煤付着。．

第10図14 6号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後葉
内面横ナデ。摩滅 している。金宰母含む。．曽

利 Ⅱ。

第10図15 6号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後葉 内面横ナデ。曽利Ⅱ。

第10図16 6号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後葉 内面横ナデ。金雲母含む。曽利 Ⅱ。

第10図17 6号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後葉 内面横磨き。曽利Ⅱ。

第10図18 6号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後菓
内面横ナデ。外面を＿；炭化物付着。摩滅 してい

る。金雲母含む。曽利Ⅱ。

第11図19 6号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後葉
内面横磨 き。摩滅 している。金雲母含む。曽

利Ⅳ。

第11図20 6 号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後葉
内面横磨き。外面に炭化物付着。金雲母含む。

曽利Ⅳ。

第11図21 6 号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後菓
内面横磨 き。外面に炭化物付着。大きい砂粒

含む。曽利Ⅳ。

第11図22 6 号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後葉 内面縦、横ナデ。かた くしまっている。曽利Ⅴ云

第11図23 6 号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後菓
内面横磨 き。かた くしまって高る。内外面に

炭化物付着。

第11図24 6号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後葉
内面横磨 き。、外面に炭化物付着。摩滅 して早

る。

第11図25 6号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後菓 断面に炭化物付着。底部に網代痕あり。

第14図 1 7号竪穴住居址 探鉢 縄文時代中期後菓 （27．2） （7．7） （32・3＿）
口緑部渦巻文による突起4 単位。胴部地文 L

R 縄文。器面摩滅。唐草文系下伊那タイプ。

第14図2 7号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後葉 内面横磨 き。金雲母含む。・曽利 I 。

第14図3 7号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後葉
白砂粒多量に含む。全体的にザラつき感。曽

利 Ⅱ。

第14図4 7号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後葉 内面横ナデ。しまっている。曽利 Ⅱ。

第14図5 7号竪穴住扁址 破片 縄文時代中期後菓
内面横磨き。ていねいな整形。明るい黄褐色。

曽利Ⅱ。

夢14図6 7号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後葉 かたくしまっている。白っぽい。・伊那谷系。

第14図 7 7号竪穴住居址 ・破片 縄文時代中期後菓
内面はザラついている。白砂粒多量に含む。

曽利Ⅱ。

第14図 8 7号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後菓 もろい。金雲母含む。曽利Ⅱ。

第14図 9 7 号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後菓
もろい。白砂粒多量に含む。金雲母含む。曽

利Ⅱ。

第14図10 7 号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後菓 内面横ナデ。金雲母含む。把手部分。曽利Ⅲ。

第14図11 7 号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後菓
内面横ナデ。かたくしまっている。。黄褐色。

曽利Ⅱ。

第14図12 7号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後葉
白砂粒多量に含む？ソーメン状の粘土坤。曽

．利 Ⅲ。

第14図13 7号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後葉
内外面横ナデ。若干のザラつきがある。日砂

粒多量に含む。曽利Ⅲ。
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第14図14 7号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後葉
内面横磨 き。かたくしまっている。金雲母を

含む。曽利Ⅲ。

第14図15 7号竪穴住居址 破片 縄文時代 中期後葉 内面横磨 き。金雲母含む。曽利Ⅲ。

第14図16 7号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後菓
内面 にザラつきがある。外面はていねいな整

形。金雲母を含む。曽利Ⅲ。

第16図 1 8 号住居址 破片 縄文時代中期後葉 内面横磨 き。金雲母含む。曽利 Ⅱ。

第16図 2 8 号住居址 破片 縄文時代中期復業
内面横磨 き。外面に炭化物付着。金雲母含む。

曽利Ⅲ。

第16図3 ‘ 8 号住居址 破片 縄文時代中期後葉
ていねいな横磨き。かたくしまっている？曽

利Ⅲ。

夢16図4 9 号住居址 ‾ 破片 縄文時代中期後菓 内面横磨 き。外面ザラザラしている。曽利 Ⅱ。

第16図 5 9 号住居址 破片 縄文時代中期後葉
内面横磨き。内面炭化物付着。外面摩滅して

いる。曽利 Ⅱ。

第16図6 9 号住居址 破片 縄文時代中期後菓
内面横磨き。かたくしまっている。外面に炭

化物付着。営利Ⅲ。

第16図7 9号住居址 破片 縄文時代中期後葉 内面横磨き。

第16図8 9号住居址 破片 縄文時代中期後葉
ていねいな磨 き。外面に炭化物付着。自砂粒

多量に含む。

第16図9 9号住居址 破片 縄文時代中期後葉 内面横ナデ。外面に炭化物付着。曽利Ⅲ。

第16図10 9号住居址 破片 縄文時代中期後葉 内面 に炭化物付着。曽利 Ⅲ。

第16図11 9号住居址 破片 縄文時代中期後葉 内外面ていねいな磨 き。かたくしまっている。

第16図14 10号住居址 破片 縄文時代中期後葉
大 きい砂粒を含む。摩滅 している。：曽利 Ⅱ ・

Ⅲ。

第16図15 10号住居址 破片 縄文時代中期後葉
内面縦磨 き。かたくしまっている。外面に炭

化物付着。曽利Ⅲ。

第16図16 10号住居址 破片 ‥縄文時代中期復業 内面縦ナデ。白っぽい。曽利Ⅲ。

第16図18 11号竪穴住居址 破片 縄文時代中期後葉 自砂粒を含む。

第20図 1
遺構外

屋外埋嚢
深鉢 縄文時代中期後葉 （54．‾5） （19・3） 61．6

口頚部Ⅹ字状握手 4 単位。胴部低い隆帯によ

る渦巻文 4 単位。胴部地文櫛歯状工具で施文。

第20図 2 小竪穴13 破片 縄文時代中期初頭 金雲母含む。九兵衛尾根。

第20図3 小竪穴13 破片 縄文時代中期初頭
内面ザラザラしている。外面に炭化物付着。

金雲母多量に含む。

第20図4 ．小竪穴13 破片 縄文時代中期初頭 金雲母多量に含む。九兵衛尾根。

第20図5 小竪穴13 破片 縄文時代中期初頭 金雲母含むム

第20図6‾ 小竪穴13 破片 縄文時代中期初頭 金雲母多量に含む。

第20図7 小竪穴13’ 破片 縄文時代中期初頭
内面横ナデ。外面縦磨き。金雲母多量に含む。

九兵衛尾根。一

第20図8 小竪穴13 土製円盤 縄文時代中期初頭 長さ3．0 幅3．1 重さ0．9 もろい。金雲母含む。九兵衛尾根。

第21図9 小竪穴14 破片 縄文時代中期初頭
もろく。摩滅 している。外面に炭化物が付着。

金雲母、石英を多量に含む。

第21図10 小竪穴14 破片 縄文時代中期初頭 黄褐色。焼成はあ草り良くをい。

第21図12 小竪穴21 破片 縄文時代中期初頭 金雲母多量に含む。九兵衛尾根。

第21図16 小竪穴38 破片 縄文時代中期初頭
浅鉢。かたくしまっている。金雲母含む。整

，形良好。
第21図19 小竪穴77 破片 縄文時代中期初頭 ていねいな整形。金雲母含む。九兵衛尾根。

第21図21 小竪穴101 破片 縄文時代後期
内面横磨 き。ていねいな整形。かた くしまっ

ている。摩消縄文。

第21図22 小竪穴132 浅鉢 縄文時代中期初頭
浅鉢。内外面一部磨 り減っている。金雲母多

量に含む。

・第宰1図25 焼土 1 破片 縄文時代中期初頭 輪積痕あり。‘底部に網代痕あり。曽利Ⅳ。

第21図26 焼土 1 琴片 縄文時代中期初頭 底部に網代痕あ り。曽利。

・第22図30 遺構外 破片 縄文時代中期後葉 自砂粒含む。有孔。曽利 Ⅱ～Ⅲ。

第22図31 、遺構外 硯片 ・ 縄文時代中期後菓 底部アジロ痕。外面ザラついしている。

第22図32 遺構外 破片 縄文時代中期後葉 底部アジロ痕。金雲母含む。

第22由33 遺構外 破片 縄文時代中期後葉
底部アジロ痕。・内面横ナデ。器面ていねいな

縦磨き。
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第22図34 遺構外 破片 縄文時代中期後葉 底部アジロ痕。

第22図35 遺構外 破片 縄文時代中期後葉 底部アジロ痕。

第22図36 遺構外 破片 縄文時代中期後菓 底部木葉痕。器面は荒れている。

第22図37 遺癖外 破片 縄文時代中期後葉 底部木葉痕。白砂粒多量に含む。

第22図38 遺構外 破片 縄文時代中期後葉
底部木葉痕。胎土、．粘土が柔らか く白砂粧せ

含む。

第22図39 － 7 号竪穴住居址 破片 縄文時代中期初頭 内面横磨き。密でかたくしまっている。

第22図40 7 号竪穴住居址 破片 縄文時代中期初頭 金雲母含む。

第22図4 1 7 号竪穴住居址 破片 縄文時代中期初頭 金雲母含む。

第22図42 7号竪穴住居址 破片 ．縄文時代中期初頭 内面ていねいな横磨 き。胎土、焼成とも良好。

第22図43 7号竪穴住居址 破片 縄文時代中期初頭 浅鉢。かたくしまっ七いる。金雲母含む。

第22図44 6号竪穴住居址 破片 縄文時代中期初頭 内面横磨き。外面摩滅 している。金雲母含む。

第22図45 6号竪穴住居址 硯片 縄文時代中期初頭 浅鉢。．外面横ナデ。．金雲母含中。＿．

第22図46 遺構外 破片 縄文時代中期初頭 内面ザラザラしている。金童母多量に含む。

第22図47 遺構外 破片 ′‘縄文時代中期初頭 内面ザラザラしているこ

第22図48 遺構外 彿片 ． ．縄文時代中期初頭 金雲母含む。

第22図49 遺構外 破片 縄文時代中期中葉 内面ていねいな磨‘き。藤内。

第22図50 7号竪穴住居址 破片 縄文時代中期中葉
外面が摩滅 してい－る。金雲母、大 きめの砂粒

を含む。藤内。

第22図51 遺構外 破片 縄文時代中期中葉 内外面とも摩滅している。白っぽい。

平安時代　土器

（）付け数値は現存値

図版番号 出土地点 土器名・状態 時 ．　 期 口径cm 底径cm 器高cm 備 ＿＿　　　 考

第26図134 遺構外 土師器 平安時代 （9．3） 4．9 （3．2） 杯。糸切底。

表4　掲載石器一覧表

（）付け数値は現存債

縄文時代　石器

図版番号 ．出土地点 石器名． 長 さcm ． 幅cm 厚 さcm 重 さ g 石材 備　　 考

第 7 図27 5 号竪穴住居址 石鉄 2‾．2 1．5 0．4 0．9 黒曜石 ＿

第 7 図28 5 号竪穴住居址 石鉄 1．8 1．3 0．3 0．5 黒曜石

第 7 図2 9 5 号竪穴住居址 石鉄 1．8 ． 1．6 0．5 1．0 ＿黒曜石

第 7 図30 5 号竪穴住居址 石錘 4．0 0．9 0．5 1．9 黒曜石

第 7 図3 1 5 号竪穴住居址周溝 石匙 2．9 5．6 0．8 11．7 黒曜石

第 7 図32 5 号竪穴住居址周溝 スクレ⊥パ ー 3．3 ．6．5 0．5 15．2 黒曜石

第7 図33 5 号竪穴住居址 石匙 6．5 ． 7．0 ． 1．0 46 ．1 硬砂岩

第 7 図34 5 号 竪穴住居址 磨製石斧 （7．8） （5．1） （3．0） （20 1．7） 輝線凝灰岩 基部欠　 磨方向不明

第 7 図35 5 号竪穴住居址 凹石 （16．7） （12．6） （4．4） （1115 ．0） 輝石安 山岩 上面 ・裏面欠損

第 7 図36 5 号竪穴住居址No 3 凹右 ・叩石 11．6 9．1 6 ．1 835 ．0 輝石安 山岩 叩 き痕あ り

第 8 図37 5 号竪穴住居址 石皿 （・27．7） （30．8） （8．2） 9000．0 輝石安 山岩 裏磨痕 ・凹痕有

第11図26 6 号竪穴住居址 石鉄 （2．0） （1．5） （0．2） （0．4） 黒曜石 片脚欠

第11図27 6 号竪穴住居址 ‘石鉄 1．6 1．4 0．2 0．4 黒曜石

第1咽 2白 6 号竪穴住居址 石鉄 l ．（1．6） （1．2） （0．3） （0．4） 黒曜石 両脚欠

第1’1図29 6 号竪穴住居址 石鉄 （1．5） （1．5） （0．2） （0．3） 黒曜石 先革 欠 ．

第11図30 6 号竪穴住居址 石鉄 （2．1） （1．1） （0．3） （0．6） 黒曜石 半分欠

第11図31 6 号竪穴住居祉 石鉄 （1．9） （1．1） （0．3） （0．6） 黒曜石 先端．・両脚欠

第11図32 6 号竪穴住居址 石鉄 （2．7） （2．．3） （0．5） （2．2） 黒曜石 片脚欠

第11図33 6 号 竪穴住居址 石鉄 3．0 2．4 0．9 5．7 黒曜石
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第11図34 6 号竪穴住居址 石錐 2．1 0．8 0．35 0．6 黒曜石　 ‾

第11図35 6 号竪穴住居址 石錐 1．8 I・り 0．3 0．4 黒曜石

第11図36 6 号竪穴住居址 石匙 寧・1 3．0 0．9 4．5 黒曜石 横型

第11図37 6 号塵穴住居址 石匙 3．1 0．8 0．3 1二2 黒曜石 縦型

第11図38 6 号竪穴住居址 ス クレーパー 1．7 3．0 0．・4 2．7 黒曜石

第11図39 6 号竪穴住居址 ス クレーパー 3．2 3．2 0．6 4．8 黒曜石

第11図40 6 号竪穴住居址 打製石斧 （6．5） （6．5） （1．6） （80．6） 粘板岩 基部欠

第11図41 6号竪穴住居址 横刃型石器 （5．9） （7．0） （1．2） （68．7） 粘板岩 基部欠

．第11図42 6号竪穴住居址恥 5 磨製石斧 10．5 ・ 5．0 2．1 222．8 蛇紋岩 刃部使用有

第11図43 6号竪穴住居址 凹石 8．5 10．9 4．5 535．0 輝石安山岩 裏面凹有

第11図44 6号竪穴住居址 凹石 8．5 9．5 5．7 540．0 輝石安 山岩 凹 4 面 に有

第1i図45 6 号竪穴住居址 凹石 7．0 8．0 5．1 286．3 輝石安 山岩 裏面凹有

第11図46 6 号竪穴住居址No l 凹石 11．9 9．2 4．3 625．0 輝石安 山岩 裏面弱い凹有

第12図47 6 号竪穴住居 址No 3 凹石 10．4 8．9 3．9 445．0 輝石安 山岩 裏面弱い凹有

第12図48 6 号竪穴住居 址No 6 凹石 10．5 8．9 5．8 750．0 輝石安 山岩 裏面弱い凹有

第12図49 6 号竪穴住居址No13 凹石 10．1 8．2 5．4 570．0 輝 石安 山岩 裏面凹ナシ

第12図50 6 号竪穴住居址‰ 9 凹石 11．5 9．3 6．3 810．0 輝石安 山岩 裏面弱い凹有

第12図51 6 号竪穴住居址Noll 凹石 （9．0） （10．0） （6．3） （555．0） 輝石安 山岩 欠損　 裏面 凹有

第12図52 6 号竪穴住居址NQ 7 凹石 8．5 9．6 3．1 329．0 輝 石安 山岩 裏面凹有

第12図53 6 号竪穴住居址No17 凹石 16．1 7．4 3．0 381．7 輝石安山岩 裏面凹弱い

第12図54 6 号竪穴住居址No12 凹石一・摩石 （8・3） （11．1） （4．0） （530．0） 輝石安山岩 側面破損

第12図55 6 号竪穴住居址NQlO 凹石 ・摩石 12．3 7．9 3．8 490．0 輝石安山岩 裏 自然面

第12図56 6 号竪穴住居址 凹石 ・摩石 （9．8） （8．0） （3．4） （342．4） 輝石安山岩 裏破損

第12図57 6 号竪穴住居址No 8 凹石 ・摩石 7．4 8．9 6．4 475・0 輝石安山岩 両側面凹有　 裏面ナシ

第12図58 6 号竪穴住居址No14 凹石 ・叩石 10．9 7．4 3．7 450．0 輝石安山岩 右側面以外 は叩痕有

第12図59 6 号竪穴住居丑No16 凹石 4．5 6．2 4．3 140．0 輝石安山岩 凹全体的に弱 い

第12図60 6 号竪穴住居址 蜂の巣石 34．9 18．0 12．9 9200．0 輝石安山岩

第15図17 7 号竪穴住居址 石鉄 （1．6） （1．6） （0．2） （0．4） 黒曜石 先端欠

第15図18 7 号竪穴住居址 石鉄 1．7 （1．1） （0．2） （0．4） 黒曜石 側面わずか欠

第15図19 7 号竪穴住居址 P 4 石鉄 2．0 （1．2） （0．25） （0．‾5） 黒 曜石 片脚欠

第15図2 0 7 号竪穴住居址 石鉄 2．1 2‾．0 0：5 2．0 黒 曜石

第15図2 1 7 号竪穴住居址 P 5 石錐 2．4 1．1 0．6 1．6 黒 曜石

第15図22 7号竪穴住居址カクラン穴 石錐 （2．3） （1．6） （0．7） （2．6） 黒 曜石 先端欠

第15図23 7 号竪穴住居址 P l スクレーパー （2．1） （4．2） （0．8） （5．6） 黒 曜石

第15図24 7 号竪穴住居址 定形磨製石斧 4．0 1．8 0．8 9．7 輝線凝灰岩

第15図2 5 7号竪穴住居址カクラン穴 定形磨製石斧 4．4 1．6 0．6 6．0 頁岩 ？

第15図26 7 号竪穴住居址 打製石斧 12．4 4．4 1．7 102．4 輝線凝灰岩 ．

第15図27 7 号竪穴住居址 打製石斧 5．2 3．1 1．3 ’22．3 黒色安山岩

第15図28 7 号竪穴住居址炉石 ‾凹石 6．2 6．5 2．8 294．5 輝石安山岩 全体的 に蔽打か ？

第15図29 7 号竪穴住居址 凹不 17．2 7．1 3．6 600．0
輝石角閃石

安 山岩

第1 5図30 7 号竪穴住居址 凹石 16．3 12．9 7．1 1620．0 輝石安山岩

第16図12 9 号住居址 凹石 ・磨石 11．b 8．5 4．6 625．0 輝石安山岩
4 面磨石 として使用　 裏

面凹有

第16図13 9 号住居址 凹石 （10．5） （7．6） （5．5） （369．3） 輝石安山岩 半分欠　 一部摩痕有

第16図1＿7 10号住居址 スクレーパ ー 3．4 3．2 1．4 18．0 黒曜石

第2 1図11 小竪穴 18 打製石斧 （8．7） （4．1） （0．8） （38．3） 結 畠片岩 刃部欠

第2 1図13 小竪穴35 ・ 凹石 10．8 8．2 5．7 620．0 輝石安山岩 裏面凹有

破損

第2ユ図14 小竪穴37 打製石斧 （10．4） （5．2） （1．8） （115．4） 硬砂岩

第2＿1図15 小竪穴37 凹石 （10．3） （6．8） （3．4） （207．4） 輝石安山岩
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第21図17 小竪穴38 打製石斧 13．0 5．1 3．8 3 77．6 結晶片岩

第21図18 小竪穴73 石鉄 2．2 1．3 0．4 0．7 黒曜石

第2 1図20 小竪穴90 ス クレナパー 2．5 3．9 0．4 4．8 黒曜石

第2 1図23 小竪穴35 垂飾 4．0 2．2 1．5 7．5 嘘泊

第2 1図24 小竪穴35 垂飾 3．2 2．5 1．8 17．3 瘍翠

第2 1図27 焼土 1 石鉄 （3．0） （1．5） （0．5） （1．6） 黒曜石 脚欠

第22図28 焼土 1 凹石 7．6 4．0 3．9 183．5 輝石安山岩
裏面凹有　 全体的 に蔽打

か

第22図29 小竪穴134 凹石 （10．4） （10．4） （2．9） （384．9）－輝石安山岩 破損

第23図52 B X －4 5 石鉄 （1．6） 1．4 0．3 （0・．6） 黒曜石 先端欠

第23図53 B 0 －4 7 石鉄 1．8 1．5 0．2 0．6 黒曜石

第23図54 B U －56 石鉄 （2．1） （1．5） （0．4） （0．9） 黒曜石 片脚欠

第23図55 B Z Z 石鉄 （1．3） （0．9） （0．3） （0．3） 黒曜石 半分欠

第23図56 B V －50 石鉄 （2．5） （1．7） （0．2） （0．6） 黒曜石 片脚欠

第23図57 B T －50 石鉄 （2．2） （1．0） （0．3） （0．5） 黒曜石 半分欠

第23図58 B M －45 石鉄 2．1 1．3 0．5 1．0 黒曜石

第23図59 B R －50 石鉄 2．1 1．°4 0．4 0．7 黒曜石

第23図60 B N －49 石鉄 （1．7） 1．5 0．4 （0．7） 黒曜石 片脚先端欠

第23図61 B W －51 石鉄 1．5 1．2 0．3 0．3 黒曜石

第23図62 トレンチ22 石鉄 （1．5） （1．2） （0．2） （0．2） 黒曜石 片脚先端欠

第23図63 B P －49 石鉄 1．4 1．2 0．2 0．5 黒曜石

第23図64 B E －46 石鉄 1．6 1．4 0．2 ．0．5 黒曜石

第23図65 B Y －50 右鉄 （1．6） 1．7 0．2 （0．8） 黒曜石 先端欠

第23図66 B Z Z 石鉄 ．1．2 1．4 0．4 0．5 黒曜石

第23図67 B G －46 石鉄 2．8 1．8 0．4 1．3 黒曜石

第23図68 B 0 －48 石錘 （4．3） 2．3 0．3 6．6 黒曜石

第23図69 B E －46 ス クレ⊥パー 1．7 1．3 0．2 0．6 黒曜石

第23図70 ーB Q －49 不定型石器 2．8 1，3 0．4 1．3 黒曜石

第23図7 1 B V －53 不定塑石器 2．2 2．4 0．4 1．9 黒曜石

第23図72 B V －55 不定型石器 2．1 2．4 0．7 2．3 黒曜石

第23図73 B Z Z ス クレーパー 1．6 2．8 0．6 4．4 黒曜石

第23図74 B W －56 使用痕のある剥片 1．6 3．2 0．4 2．1 黒曜石

第23図75 B Y －45 使用痕のある剥片 3．2 1．1 0．3 1．0 黒曜石

第23図76 B U －53 使用痕のある剥片． 3．0 1．3 0．6 1．9 黒曜石

第23図77 B H －46 垂飾 （2．5） （1．9） （0．9） （6．1） 滑石
半分欠　 両側面 に成形痕

残 る

第23図78
B V －52＋B V

－52

打製石斧 10．0 3．8 0．9 44．7 粘板岩 接合　 発掘 の際の割れ

第23図79 B F －46 打製石斧 11．5 5．1 1．3 93．1 結晶片 岩 磨耗痕有

第23図80 B H －45 打製石斧 10．3 4．3 0．9 70．8 輝石凝灰岩 磨耗痕有

第23図8 1 B T －54 打製石斧 8．4 5．2 1．5 90．6 緑泥片岩 磨耗桓有着柄部つぶし

第23図82 B P －48 打製石斧 （8．1） （6．8） （2．9） （179．4） 硬砂岩 刃部欠

第23図83 B Z Z 打製石斧 （11．4） （6．3） （1．4） （116．1） 硬砂岩 基部欠

第23図84 B Z Z 打製石斧 （8．9） （5．5） （1．8） （111．4） 砂岩 刃部欠

第23図85 B P －48 横刃型石器 7．2 10．0 1．0 8年・3
粘板岩 ホル

ンフ ェルツ

熱を受 けたか ？ほぼ仝周

磨耗痕有

・第23図86 B Y －57 横刃型石器 6．1 7．8 1．3 75．3 粘板岩

第23図87 B Z Z 磨製石斧 （4．5） （5・6） （2．6） （107．9） 輝線岩 ？ 基部のみ

第23図88 B S －50 凹石 10．8 6．7 4．2 410．0 輝石安山岩

第23図89 B J －47 凹石 10．1 5．9 4．6 334．7 輝石安山岩 両側面 ・裏面凹有
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第23図90 B X －51 凹石 ・叩石 11．2 6．5 3．6 33 1．8 輝石安 山岩
上 ・下側面 ・裏面 ・両側

面 凹有

第23図9 1 B N －46 凹石 （11．9） （5．1） （5．6） （565．0） 輝石安 山岩 凹浅い　 一部欠

第24図92 B W －47 凹石 （9．2） （7．0） （5．0） （4 10．0） 輝石安 山岩 裏面 凹有

第24図93 B X －51 凹石 10．0 6．9 5．6 525．0 輝石安 山岩 左側面凹有

第24図94 B N －49 凹石 （11．0） （7．3） （7．2） （770．0）．輝石安 山岩 凹浅 い　 一部欠

第24図95 B U －57 凹石 14．0 6．5 2．6 308．3 輝石安 山岩

第24図96 B U －48 凹石 12．4 6．2 4．9 4 10．0 輝石安 山岩

第24図97 B N －49 凹石 ・叩石 14．2 5．6 4．5 440．0 輝石安 山岩
左側面叩 き　 裏面 凹有

磨面有

第24図98 B K －50 凹石 （12．6） （7．3） （7．2） （580．0） 輝石安 山岩 裏面 凹有

第24図99 C 0 －61 凹石　　 ？ 11．9 8．7 6．7 655．0 輝石安 山岩
表面広い範囲で薄 く剥れ

た感 じ

第24図100 C A －42 凹石 8．5 8．6 5．3 3 11．6 輝石安 山岩

第24図101 B Q －49 凹石 ・叩石 （9．2） （7．6） （4．0） （32 1．6） 輝石安 山岩
裏面 凹有　 上 下 ・左側面

叩 き有

第24図102 B K －49 凹石 8．9 7．7 7．3 445．0 輝石安 山岩 裏面 凹有

第24図103 C D －61 凹石 8．3 6．2 6．2 260．0 輝石安 山岩 裏面 凹有

第24図104 B R －50 凹石 8．0 7．5 7．5 400．0 輝石安 山岩

第24図105 ロームマウン ド2 凹石 11．6 9．1 4．7 7 10．0 輝石安 山岩
上側面 ・右側面 ・裏面凹

有

第24図106 B H －48 凹石 （4．3） （6．4） （3．7） （93．0） 輝石安 山岩 割欠

第24図107 B Q －48 凹石 （7．0） （7．3） （3．1）‘ （204．6） 輝石安 山岩 割欠

第24図108 B V －47 凹石 （7．8） （7．3） （4．6） （355．0） 輝石安 山岩 割欠

第24図109 B Z Z 凹石 7．9 7．1 3．9 320．6 輝石安 山岩 凹浅 い

第25図110 B N －49 凹石 7．4 6．3 6．1 25 1．4 輝石安 山岩

第2 5図111 B K －45 凹石 12．7 11．5 7．6 14 10．0 輝石安 山岩 裏面欠

第25図112 B N －49 凹石 12．1 10．3 6．2 12 10．0 輝石安 山岩

第25図113 B N －49 凹石 （20．0） （11．6） （5．5） （1860．0） 輝石安 山岩 割欠

第2 5図114 B V －56 凹石 ・磨石 13．5 6．5 6．5 780．0 輝石安 山岩 磨 り面 3 面有

第2 5図115 No 2 凹石 （9．9） （8．2） （3．2） （239．7） 輝石安 山岩 裏欠

第2 5図116 No 4 凹石 （12．8） （11．7） （5．9） （870．0） 輝石安 山岩 裏欠

第2 5図117 No 5 凹石 8．8 6．3 4．9 390．6 輝石安 山岩 裏面 凹有が弱 い

第2 5図118 No 8 凹石 （11．7） （7．3） （4．5） （565．0） 輝石安 山岩 欠損火熱 によるか ？

第2 5図119 No12 凹石 15．5 6．8 （3．4） （670．0） 輝石安 山岩 裏面 凹有

第2 5図120 NolO 凹石 13．3 7．0 4．8 535．0 輝石安 山岩 裏面 凹有

第25図121 NQ13 凹石 11．8 8．2 4．0 480．0 輝石安 山岩

第25図122 NG14 凹石 9．0 6．5 3．7 375．0 輝石安 山岩 凹弱 い

第25図123 N oll 凹石 11．9 5．8 4．6 470．0 輝石安 山岩 左側面 ・裏面 凹有

第26図124 No19 凹石 12．9 7．8 5．0 640．0 輝石安 山岩 裏面 凹有

第26図125 B Z Z 凹石 10．3 8．9 4．4 505．0 輝石安 山岩 裏面 凹有

第26図126 B Z Z 凹石 10．7 7．4 5・声 490．0 輝石安 山岩 裏面 凹有

第26図127 C Z Z 凹石 9．7 8．8 7．1 740．0 輝石安 山岩 裏面 凹有

第26図128 Z Z Z 凹石 ・磨石 （9．9） （3．4） （2．6） （187．1） 輝石安 山岩 欠損 ・裏面磨石

第26図129 Z Z Z 凹石 ・叩石 9．4 8．7 5．6 425．0 輝石安 山岩 裏面全体的にはがれて る

第26図130 N o l 凹石 29．7 12．3 9．7 5500．0 輝石安 山岩

第26図131 N o17 蜂の巣石 26．7 16．9 11．5 4800．0 輝石安 山岩 裏欠

第26図132 N o15 凹石 22．1 17．5 14．2 6200．0 輝石安 山岩 裏凹有

第26図133 N o 3 凹石 22．1 14．8 9．4 3300．0 輝石安 山岩
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写真図版1

写真1　調査地区遠景（北西から）

写真2　調査区全景（北上空から）



写真図版2

写真3　調査区全景（上空から）

写真4　第5・6・9・11・12号竪穴住居址・小竪穴群（上空から）



写真図版3

写真5

第5号竪穴住居址

（西から）

写真6

第5号竪穴住居址

遺物出土状態（西から）

写真7

第6号竪穴住居址

（西から）



写真図版4

写真8

第6号竪穴住居址

遺物出土状態①（西から）

写真9

第6号竪穴住居址

遺物出土状態②（東から）

写真10

第6号竪穴住居址

炉址（南から）

γ．’、、▼’、、’や　　　‾…

軽、毒ふ∴

ト

を喝



写真図版5

写真11

第6号竪穴住居址

塩嚢埋設状態

写真12

第7号竪穴住居址

（西から）

写真13

第7号竪穴住居址

礫・焼土出土状態

（北から）



写真図版6

写真14

第8号住居址

（西から）

写真15

屋外埋嚢

埋嚢埋設状態・土層

写真16

小竪穴群と礫

（北から）



写真図版7

写真17

小竪穴16・17

写真18

小竪穴16・17

土層

写真19

小竪穴13

遺物・礫出土状態



写真図版8

写真20

小竪穴132

土器出土状態

写真21

小竪穴35

写真22

小竪穴35

礫出土状態

ヽ



写真図版9

写真23

小竪穴91・90・89

写真24

小竪穴91・90

土層

写真25

小竪穴137



写真図版10

写真26

小竪穴38

Q
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層

2

7

竪

土

真
小

写

写真28

小竪穴38

底面集石礫断面



第3図遺構配置図（1：200）
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くぼちおね

久保地尾根
ながのけんすわぐん

長野県諏訪郡

はらむらむろうち

原村室内

20050516

～

20051104

平成17年度霊園及び宅地造成

主な遺構 主　な遺物 特記事項

縄文時代 中期

竪穴住居址　　　　9軒

小　竪　穴　　173基

焼　土　址　　　　2

近・現代

墓　　　墳　　　1基
溝　　　　　　　　1

縄文時代

中期土器、石器、土製品、

石製品

平安時代

後期土師器



調査組織

事務局　原村教育委員会

教　育　長　津金　喜勝

学校教育課長　佐貫　正憲

文化財係長　平出　一治

文　化財　係　平林とし美

調査団　団　　　長　津金　喜勝（原村教育委員会教育長）

調査担当者　平出　一治

調　査　員　平林とし美

調査参加者　発掘調査　　鎌倉　光弥

小松　　弘

清水　正進

芳沢　一夫

整理作業　　鎌倉　光弥

和田　孝幸

小島久美子　小林　英子　　小林　りえ

坂本　康代　　坂本ちづる　　篠原サカエ

田中　初一　　西沢　寛人　　藤森伸太郎

和田　孝幸

小島久美子　　小林　りえ　、坂本ちづる

原村の埋蔵文化財70

久保地尾根遺跡（第10次発掘調査）

平成17年度霊園及び宅地造

成に伴う緊急発掘調査概報

発行日　平成18年3月

発　行　原村教育委員会

長野県諏訪郡原村

印　刷　ほおずき書籍㈱
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